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題を整理した上で、本研究の位置づけや方法を示した。第 2章～第 6章が本論にあたる。 




































































































を行いながら考察している。第 2・3章は動詞の中止形、第 4章は動詞の否定中止形、第 5章はイ
形容詞の中止形、第 6章はナ形容詞と名詞述語の中止形を扱っている。なお、第 6章は、第 5章の
考察内容を合わせて、静的述語の全体像を見るという意味もある。第 7章はまとめと今後の課題で
ある。 
 結論としては、まず、学習者の第 1中止形および「ク」の使用が母語話者のそれに比べて少ない
ということがいたるところに確認できた。従来指摘のあることではあるが、本研究によって実証さ
れたといえる。また、関係的意味の分布など、学習者の中止形接続の使用の傾向は、日本語母語話
者と似ている部分も少なくないということが明らかになった。初級では指導項目となっていない「前
提・注釈・解説」という静的述語の中止形に特徴的な使用法が習得されている点も注目される。た
だし、中・上位群と下位群とでは差がある。一方、タスク別の分析では、親疎というファクターの
関与は、日本語母語話者ではかなり徹底されているのに対して、学習者でも関与は見られるものの、
母語話者ほど徹底されてはいないことがわかった。そのほかにも詳細な事実が多数指摘されており、
日本語母語話者と学習者とで中止形接続の使用傾向の違いがどの部分で発生しているのかという事
実の総体を意味と言語活動の両面から初めて明らかにしたといえる。 
 以下、審査会による本論文に対する総評を述べる。本論文は、明確な観点をもち、従来にない規
模と精度の調査により、上級日本語学習者の書き言葉における中止形接続の使用実態を様々な角度
から明らかにしている点で高く評価できる。選定したコーパスも適切であり、その特性をよく理解
し、最大限に活用している。動詞だけでなく、述語になる単語を広く扱っている点、関係的意味を
時間的局所限定にもとづいて厳密に規定している点もよい。また、調査結果を多数の表やグラフに
よって分かりやすく示し、分析にあたっては、随所で有意性に関する検定を行っている。その手法
も基本的に妥当である。本論文によって、日本語母語話者と学習者の中止形接続の使用傾向の違い
に関する従来の指摘に客観的な裏づけが与えられるとともに、多数の新たな事実が明らかになった。
これによって、従来の指導法の検証や今後の指導法の開発が進むことが期待できる。 
 審査委員からは次のような意見もあった。先行研究に関する記述は、広範囲の文献を手際よくま
 
 
とめていて、読者にとって利用価値が高い。ただし、批判的検討が足りない。最近、学習者コーパ
スが量産されているが、コーパスを 1つに絞ったことは、この論文に均質性と一貫性を与えており、
デメリットにはならない。関係的意味をめぐる日本語母語話者と学習者の中止形接続の使用傾向の
違いについては、さらに追求する余地がある。中止形接続は OV言語に共通する課題である。外国
語の研究からも学んでほしい。母語干渉の可能性も視野に入れる必要がある。章によっては誤植が
多い。 
 いくつか問題点も指摘されたが、致命的な欠点はなく、審査委員会では全員一致で本論文は学位
授与に十分に値するという結論に達した。 
 
 
 
